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令和５年度市民部会の取組について 

 

令和５年度に実施した市民部会の取組及びその他の活動概要を示します。 

 

１  第１回市民部会 

開催日時：令和５年４月１８日（火） 午前９時３０分から午前１１時００分まで 

場  所：茅ヶ崎市役所 本庁舎４階会議室２  （オンライン会議併用） 

(1) 心のバリアフリー川柳について 

 募集結果を発表（応募数５４０点） 

 応募の多かった６つのお題の審査結果を発表 

 応募の少なかった６つのお題は今後審査を依頼 

 掲載順は、６月、７月までは応募の多かった「絆」「手話」の順とし、８月以降は今後審査するもの

も含めて検討 

 

(2) 令和５年度の取組について 

 おおまかな取組方針を提示 

ア 特定事業について 

 特定事業者との定期的な意見交換の実施 

 事業者の意識啓発を図るため講演会を開催 

 定期的なバリアフリー点検の実施 

 移動円滑化に関する配慮事項の深度化（事業種別、障がい特性ごとに配慮事項を深掘りして整理） 

 

イ 教育啓発について 

 心のバリアフリー教室、開催校の拡充を図り、４校を目標とする 

 ポスター２次活用として小学生向け教材に変換作業を行う 

 啓発動画の作成（イラストのみの説明から発達障がいなどをテーマにした啓発動画を作成） 

 

ウ 普及啓発について 

 広報誌の欄外を活用した心のバリアフリー川柳の掲載（６月開始） 

 障害者週間（１２月上旬）における市内公共施設での啓発物の掲示等 

 

２ 第２回市民部会 

開催日時：令和５年５月３１日（水） 午前１０時３０分から午前１２時００分まで 

場  所：茅ヶ崎市役所本庁舎４階 会議室５ （オンライン会議併用） 

(1) 心のバリアフリー川柳について 

 応募の少なかった６つのお題の審査結果を発表 

 ８月以降の掲載順として、具体と抽象、応募の多い、少ないを織り交ぜて、７月までの掲載順決定 

 多くの応募があったため、３位で合点５点以上の４句を追加で令和６年６月と７月に掲載決定 

資料６ 

（報告） 
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 以下のとおり、広報ちがさき欄外に令和５年６月号から令和６年７月号までを掲載することとした 

掲載月 お題 川柳 

令和５年６月 絆 
ご近所の 絆を結ぶ ご挨拶 

声かけで 深まる絆 人と人 

令和５年７月 思いやり 
勇気出し ひと声かける 思いやり 

ゆっくりね 笑顔で見守る レジ待ち列 

令和５年８月 トイレ・その他 
誰にでも 使えるトイレ もっと要る 

トイレ立つ さっと寄り添う 人となり 

令和５年９月 バリアフリー 
多様性 認め合っての バリアフリー 

どこへでも 誰もが行ける 街が好き 

令和５年 10月 車椅子 
乗ってみる あなたの世界 知りたくて 

車いす 声掛け合って 助け合い 

令和５年 11月 温もり 
席ゆずる 我が子を心で 抱きしめる 

さりげなく 手を出す君の 温かさ 

令和５年 12月 ヘルプマーク 
スッと立ち ヘルプマークに 譲る席 

認知して ヘルプマークの 存在を 

令和６年１月 気遣い 
声かけが まだ下手だけど かけ続け 

照れないで 言えるといいな ありがとう 

令和６年２月 信号機 
青ですよ そっと手を貸す 通学路 

白杖に 音で知らせる 信号機 

令和６年３月 支え合い 
支え合い 支えたつもりが 支えられ 

それぞれの 違いを認め 支え合い 

令和６年４月 白杖 
杖だけじゃ 足りぬ支えは みなの声 

ブロックを ふさがぬように 道あけて 

令和６年５月 手話 
あ・り・が・と・う 君が覚えて くれた手話 

君の手話 ぎこちないけど 温かい 

令和６年６月 
絆 寝たきりの 母の手を取り わらべ唄 

車いす 僕が押す 行きたい所 言ってみて 

令和６年７月 
バリアフリー 壁よりも 橋を造れる 人であれ 

白杖 白杖に 道あけるより 声かける 

 

(2) 令和５年度の取組について 

 第１回市民部会よりも具体的なスケジュールを提示 

ア 特定事業について 

 進捗率向上、意識啓発のため、講演会・意見交換会実施（９月頃） 

 定期的なバリアフリー点検の実施（５月・１１月頃） 
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 配慮事項の深度化のため市民部会に意見照会（６月から７月頃） 

 

イ 教育啓発について 

 心のバリアフリー教室５校の実施決定 

① 松浪小学校（５クラス） 

② 鶴嶺小学校（６クラス） ※半分を市民部会で対応 

③ 松林小学校（５クラス） ※半分を市民部会で対応 

④ 汐見台小学校（２クラス） 

⑤ 室田小学校（３クラス） 

 ポスター２次活用として、茅ヶ崎寒川地区小学校研究会の意見を参考に、市民部会で教材作成（１

１月から１２月頃） 

 啓発動画を市民部会委員と意見交換しながら内容検討（５月から７月頃） 

 

ウ 普及啓発について 

 広報誌の欄外について次年度以降の内容を検討（１０月以降） 

 神奈川県バリアフリー街づくり推進県民会議が実施するバリアフリーフェスタへの参加（１１月） 

 障害者週間にちなんだ市内公共施設での啓発物の掲示（１２月） 

 

３  第３回市民部会 

開催日時：令和６年１月３１日（水） 午前１１時００分から午前１２時００分まで 

場   所：茅ヶ崎市役所分庁舎５階 会議室 A・B （オンライン会議併用可） 

(1) 来年度の市民部会の取組について 

これまでの市民部会の活動の振り返りと今後について意見交換 

 広報誌の欄外は、来年度以降も「心のバリアフリー川柳」を継続 

 「一般の部」令和６年３月から４月末まで募集 

 「学生の部」令和６年３月から９月末まで募集 

 掲載方法は、広報ちがさき以外にも、公共施設での掲載等、活用先を拡大する 

      

(2) 茅ヶ崎博物館における点検について 

 点検結果を市民部会で報告し、茅ヶ崎市博物館へ今後の改善に役立てるよう依頼 

   

４  バリアフリー点検 

(1) 茅ヶ崎市博物館 

 実施日時：令和５年５月３１日（水）１３：５０～１６：００ 

 実施方法：４班構成にて現地確認を実施し、結果について意見交換を実施 

 参加者：市民部会委員及び委員の紹介者、子育て団体関係者、外国籍団体関係者等 

 平成２８年度設計段階における意見交換実施後の状況確認（写真①） 

(2) イオン茅ヶ崎中央ショッピングセンター 
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 実施日時：令和５年１０月２４日（水）１５：００～１６：００ 

 実施方法：現状のトイレ点検、新たなトイレ計画についてイオン様より説明後、意見交換 

 参加者：市民部会委員及び委員の紹介者、子育て団体関係者、外国籍団体関係者等 

 特定事業の事業者としての意見交換を実施（写真②） 

 

(3) （仮称）保健所・保健センター整備事業及び（仮称）松林地区地域集会施設等複合施設整備事業 

 実施日時：令和６年１月２９日（月）１４：００～１５：３０ 

 実施方法：新たな２つの公共施設について設計段階の図面をもとに意見交換 

 参加者：市民部会委員及び委員の紹介者、子育て団体関係者、外国籍団体関係者等 

 （仮称）保健所・保健センターは、特定事業の事業者として意見交換 

 （仮称）松林地区地域集会施設等複合施設は市が主体となって取り組む事業として意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  バリアフリー講演会 

 日  時 令和６年２月８日（木） １０：００～１１：１０ 

 場  所 茅ヶ崎市役所 分庁舎６階 コミュニティーホール大集会室 

 講  師 髙橋 儀平氏（東洋大学 名誉教授） 

 テ ー マ (1) 官民問わずバリアフリー化による効果やメリット 

     (2) 建築物におけるバリアフリー化の好事例の紹介 

①現地確認の様子（茅ヶ崎市博物館）       ①意見交換の様子（茅ヶ崎市博物館）      

②現地確認の様子（イオン茅ヶ崎中央）      ②意見交換の様子（イオン茅ヶ崎中央）      



5 

 

     (3) 建築物を含むバリアフリー全般における近年の動向・今後のながれ 

 参加者  特定事業の事業者、協議会委員、庁内職員等、約１２０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

６  事業者意見交換会 

 日  時 令和６年２月８日（木） １１：２０～１２：００ 

 場  所 茅ヶ崎市役所 分庁舎６階 コミュニティーホール大集会室 

 主なテーマ 特定事業計画の進捗管理、今後の意見交換会の進め方等 

 参加者  特定事業の事業者（庁内外） 

 

７  教育啓発 

(1) 心のバリアフリー教室 

 ５校のうち鶴嶺小と松林小の開催時に参加（交流教室①、②） 

 市民部会教室は、鶴嶺小、松林小、汐見台小、室田小の４校で実施 

 鶴嶺小の交流教室①では、国土交通省関東運輸局交通政策部バリアフリー推進課と連携し、交流

教室内でバスの利用体験を実施（神奈川県バス協会を通して、神奈川中央交通と江ノ電バスの２

者協力） 

 国土交通省関東運輸局バリアフリー推進課との連携により、職員が全プログラムに参加 

 神奈川県福祉の街づくり推進県民会議の委員の視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の様子（髙橋 儀平先生）             講演会の様子      
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(2) 令和５年度「心のバリアフリー推進のためのモデル検討調査事業」として採択（国の補助金活用） 

 まちづくりの視点から心のバリアフリーの理解を深めるという先進的な取組を行ってきた心のバリア

フリー教室が国土交通省のモデル検討調査事業として採択。他の地方公共団体や学校等においても取り

組みやすく汎用性のある応用可能な形にするため、以下を作成した。 

 

① 心のバリアフリー教室開催の実施マニュアル 

本教室は、「少人数での対話形式の授業」や「段階的に連続した授業」等を特徴としている。そのため、

庁内だけでなく、小学校や障がい者団体等、調整する相手が多岐に渡るうえ、各段階に応じた調整事項や

学習目標を積み重ねながら授業展開する必要がある。相手先や各段階に応じた調整事項等のノウハウを

汎用性のある応用可能な形で「実施マニュアル」として取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただいた神奈川中央交通様と江ノ電バス様          バス利用体験の様子      

バス利用体験の様子                  バス利用体験の様子 
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② 教育用動画 

本教室は、障がい当事者との交流教室の前に、市の職員による導入授業を実施している。誰が講師でも

質が一定に保たれ、交流に向けた導入授業として目標がしっかりと達成できるよう、授業の一部を動画

として作成した。（令和６年度から活用） 

 

 

③ 教室紹介動画 

本教室は、年度当初に案内チラシを市内小学校で回覧し、開催希望の呼びかけを行っている。開催を希

望する小学校とのミスマッチを防ぎ、誰が見ても教室の目的や流れ等を把握できるよう、案内チラシと

紐づけ可能な紹介動画を作成した。（令和６年度から活用） 

 

 

④ 成果報告会での発表 

令和５年度「心のバリアフリー推進のためのモデル検討調査事業の成果報告会」にて、調査事業とし 

て採択された当市含む４者の事業者が取組成果を発表。ウェビナー形式で約１５０名が視聴。 

 

 

動画の様子                      動画の様子 

動画の様子                     動画の様子 

報告会の電子チラシ 

電子チラシの一部（発表した４者） 



8 

 

８  普及啓発 

(1) 広報ちがさき欄外の取組「心のバリアフリー川柳」 

 一方通行の発信ではなく、多くの市民を巻き込んだ発信として令和５年６月から開始 

 市民部会委員が審査員となり、選ばれた作品を月替わりで２作品、毎月掲載 

 令和６年３月から第２回心のバリアフリー川柳の募集開始 

 

 

 

 

 

 

(2) ポスターによる普及啓発 （ここにある、このこころ。やさしさの巡る街、茅ヶ崎） 

 ① 神奈川県バリアフリー街づくり推進県民会議主催「バリアフリーフェスタ２０２３」 

日時：令和５年１１月４日（土） 

場所：横浜新都市ビル（そごう横浜店）9 階センタープラザ 

 

 

 

 

 

 

 

    

② ふれあいプラザ 

日時：令和５年１１月２０日（月）から１１月３０日（木）まで 

場所：茅ヶ崎市役所１階ロビーふれあいプラザ 

内容：障がい福祉課（ふれあい作品展）との連携し、 

「ここにある、このこころ。」ポスター１２枚を掲示 

   

 

 

会場の様子                     会場の様子 

掲示の様子（ふれあいプラザ） 

広報ちがさき    

広報ちがさきでの掲載の様子    

周知ポスター（第２回）    
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③ ＪＲ茅ケ崎駅 

  日時：令和５年１２月１日（金）から１２月１０日（日）まで 

  場所：ＪＲ茅ケ崎駅構内連絡通路 

  内容：「ここにある、このこころ。」ポスター１２枚を掲示 

  備考：特定事業の事業者である茅ケ崎駅（ＪＲ東日本）と協力し、障害者週間と合わせて実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ コミュニケーションウォール 

日時：令和６年１月１日（月）から２月２９日（木）まで 

場所：茅ヶ崎市役所１階東側玄関前 

内容：「ここにある、このこころ。」ポスター１２枚を掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者発表資料           展示の様子（ＪＲ茅ケ崎駅構内連絡通路） 

展示の様子             コミュニケーションウォール 


